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村村山山  純純（（むむららややまま  じじゅゅんん））  

学学部部長長、、教教授授  

専専門門分分野野／／経経営営学学  

 

東東京京大大学学経経済済学学部部卒卒業業、、HHaarrvvaarrdd  KKeennnneeddyy  SScchhooooll卒卒業業（（MMaasstteerr  

ooff  PPuubblliicc  PPoolliiccyy））。。日日本本長長期期信信用用銀銀行行、、ドドイイツツ銀銀行行東東京京支支店店、、

MMoorrggaann  SSttaannlleeyy  MMUUFFGG  SSeeccuurriittiieess、、東東京京成成徳徳大大学学経経営営学学部部准准

教教授授、、同同教教授授をを経経てて、、平平成成2277年年現現職職。。  

 

著著書書：：『『銀銀行行のの生生きき残残りり戦戦略略』』  

（（共共著著、、東東洋洋経経済済新新報報社社、、11999900年年））  

『『経経営営論論ノノーートト』』（（単単著著、、メメタタモモルル出出版版、、22001155年年））  

 

悟悟りり世世代代・・脱脱ググロローーババリリゼゼーーシショョンン・・リリススククととリリタターーンン  

 最近のティーン・エージャーは「悟り世代」と言われることがあるようです。悟りを開

くというのは、大変いいことですが、ちょっと早すぎるような感じもします。 

「悟り世代」の特徴としてどのようなことがあげられているのか調べると、「仲間とのコ

ミュニケーションを大事にする」、「飾らない」などがあり、それは結構なことですが、「失

敗をおそれてリスクをとらない」、「みなと同じことを指向する」となると、必ずしもこの

世代特有のことではないと思います。リスクを取らない傾向は、日本人の一般的特徴とし

て知られていることですし、「みなと同じことを指向」に至っては19世紀以来の大衆社会の

特徴として、多くの人が指摘してきたことです。 

ティーン・エージャーが悟りを開いているかどうかは別として、次代を担う若者がこれ

から立ち向かっていかなければいけない世界は、日本にとって厳しく、悟っている余裕は

ないかもしれません。 

冷戦終結以来、グローバリゼーションの時代が続き、その間、GAFAを中心とする情報産

業およびそれらを抱える米国経済が力強く発展し、また、中国など新興国の大幅な経済発

展がみられました。ところが、その間、日本は低成長とデフレに苦しみ、起業の比率は低

く、デジタル化が遅れ、人口が減少するなど、多くの問題を抱えるに至りました。 

しかも時代は進み、米国や中国のような大国がナショナリズムを前面に押し出す、脱グ

ローバリゼーションの時代がやってきてしまいました。コロナ禍も、危機に臨んで国際機

関はあまり有効ではなく、結局は国民国家単位のまとまりが重要であることを人々に再認

識させるきっかけになっています。 

脱グローバリゼーションといっても、製造業を基幹産業とし、国際的なサプライチェー

ンを築いた日本は、そう簡単に対応できません。エネルギーの海外依存も継続しています。

人口減の国内市場を補填するには、海外市場も無視できず、さらなる開拓が必要となって

います。 

 時代が求めているのは、当然のことながら、これらの問題に果敢に挑戦する人材でしょ

う。金融の教科書を開くまでもなく、リスクをとってこそリターンがあります。リスクを

適切に判断し取るべきリスクをとっていく人材、グローバルな挑戦のできる人材を養成す

ることが、経営学部に求められていると感じる今日この頃です。 

田田中中  真真理理子子（（たたななかか  ままりりここ））  

教教授授  

専専門門分分野野／／日日本本文文学学、、日日本本語語表表現現  

  

筑筑波波大大学学大大学学院院博博士士課課程程文文芸芸・・言言語語研研究究科科単単位位取取得得。。修修士士（（文文

学学））。。東東京京成成徳徳短短期期大大学学ビビジジネネスス心心理理科科、、東東京京成成徳徳大大学学経経営営学学

部部准准教教授授をを経経てて、、平平成成2277年年現現職職。。  

 
著著書書：：『『和和歌歌文文学学大大系系  別別離離//一一路路』』（（明明治治書書院院））、、『『ココレレククシショョ

ンン日日本本歌歌人人選選  斉斉藤藤茂茂吉吉』』（（笠笠間間書書院院））  他他  

 

「「青青玉玉ののかからら松松のの芽芽」」ののごごとときき学学生生時時代代  

 我が家の狭い庭も、花が咲き緑の濃い時期は、それなりに華やいで見えるのですが、冬

になると、木立が寒々しく震えています。そうした木々を寂しくて、つまらないと思うこ

ともありました。けれども、斎藤茂吉（大正・昭和の歌人）の中に次の短歌を見つけてか

らは、木立の芽吹きを待つ季節がとても好ましく感じられるようになりました。 

 

  青玉のから松の芽はひさかたの天(あめ)にむかひて並びてを萌ゆ 

 

 「玉のようなカラマツの青い芽が、遠い天に向かって伸びようと、並んで芽吹いている

ことよ」という内容で、はち切れんばかりに萌えだそうとしている芽の力強さと清新な美

しさが捉えられています。カラマツの芽吹きが見られるのは信州などでは4月に入ってから

だといいます。真冬の景を詠んでいるわけではないのですが、この短歌を知ってから、冬

枯れの木々の中にある、小さな芽の美しさに強く惹かれるようになりました。気を付けて

みると、寒さに耐える健気な息吹を至る所で見つけることができます。 

 寒さに耐えて芽を膨らませる時期というのは、人間でいうと、ちょうど皆さんの年代の

ことかもしれません。思春期や青年期は、その名前とは裏腹に、辛くて、苦しいことばか

りがあって、冬の厳しさに似ているような気がするからです。だいぶ前に「若いという字

は苦しい字に似てるわ～♪」という歌が流行しましたが、確かにその通りで、青春は苦し

いことが沢山ある時期だと常々思っています。いくらでも新しい自分を開拓していくこと

ができるということは、逆に言えば、確かなものは何一つないということにもなるのでし

ょう。実際は、年を重ねても、先が見えてくるわけではないのですが、若い時が、明るく、

希望にあふれていたとは、私も感じませんでした。 

 とはいえ、そうした試練に耐えて自分の夢を育み、自分の芽を伸ばそうとする皆さんは、

春の芽吹きを待つように、やはり美しく、素敵な時代にいるのでしょう。学生のみなさん

の誰も彼もが、輝く青玉のカラマツの芽のように、遠い未来に向かって伸び行こうとして

いるのを日々に感じています。もし、苦しくて、行くべき道が見えなくなったような時が

あったら、その時こそ、芽を出して花を咲かせようと力を蓄えている時期なのだと信じ、

辛さに打ち勝ってもらいたいものだと考えます。私自身も、そうした皆さんと接すること

のできる時間を大切にして、生き生きと過ごしたいと思っています。 

 


